
















































































































































































































































































































文字がみえる。なお本書 34 頁から 43 頁で「茅葺き」
とした建物の中には、茅以外の草葺きの建物などが
含まれている可能性がある。 （橋口亘）









































































































































































































































































































































































































港の深さ 18 尋（1 尋を 1.818 メートルとして計算
すると 32.724 メートル）、大船数百艘が停泊可能と
され、良港とされる。湾口の西側、番所鼻の付近に
は、津口番所が置かれ、船舶の出入りが管理されて
いた。津口番所には勤番が詰め、石火矢 2 挺、鉄砲
3 挺、槍、いら棒、刺又などが備えられていた（『加
世田名勝志下』）。また、当図の片浦津口番所の建物
は瓦葺きで表現されており、加世田郷の地誌類『再
撰史二』等の記録と合致する。
　近世の片浦には、しばしば唐船が漂着し［前床
1991b］、こうした状況を物語るかのように、近世加
世田郷の地誌『再撰帳一の二』所載の片浦の図には、
唐船（ジャンク船）らしき船舶の姿がみえる（解題と
考察Ⅲ参照）。また、片浦には明代末期に日本へ帰化
し代々媽祖神（福建省起源の航海守護神）を祀るとい
う林家が所在する［宇宿 1936］。当図の片浦地区には
茅葺きとみられる建物だけではなく瓦葺きとみられ
る建物が混在して描かれており、瓦葺きとみられる
建物の中には蔵とみられる建物も確認できる。一方、
湾奥の小浦地区に描かれた建物のほとんどは茅葺き
とみられるかたちで表現され、両地区の地域性や経
済力の差などを反映している可能性がある。（橋口亘）
7　片浦
1 	 碁石濱
2 	 松
3 	 集落
4 	 茅葺き
5 	 小浦〈地名〉
6 	 瓦葺き
7 	 帆柱
8 	 帆船
9 	 小舟
10	 仁王崎
11	 﨑之山
12	 竹島（髙島・神ノ島）
13	 立場島（立羽島・楯羽島・橘島）
14	 片浦〈地名〉
15	 護岸？
16	 灯台
17	 垣
18	 津口番所
19	 番所鼻
20	 天秤棒を担ぐ人？
21	 土蔵
a 	 片浦
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